
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ２ 月 ７ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 2 9 8 「 安 か れ 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 3 3 9 「 君 な る イ エ ス よ 」 一 同

教会 学 校 紙 芝 居 「 岩 の 上 に 建 て た 家 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 2 7 0 「 信 仰 こ そ 旅 路 を 」 一 同

聖書 朗 読 ダニエル12:5-10

奨 励 ダニエル書の福音(第12回) 牧 師

主 題 「神様のゴー・サイン」

讃 美 讃 美 歌 3 3 8 「 主 よ 終 わ り ま で 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 5 4 6 「 聖 な る か な 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 黙 示 録 2:1-11
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今週の歩み》
２ /７ (日 )聖日 礼拝

/８ (月 )
/９ (火 )
/10(水 )
/11(木 )信教の自由を守る日
/12(金 )8:3 0OBS ﾁ ｬﾍ ﾟﾙ
/ 13(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①コロナ禍の速やかな終息のために
②礼拝に来れなかった人々のために
③教会学校の子供たちも救われますように

｢歴 史 と 終 末 」
良 書 ハ イ ラ イ ト 大 住 雄 一 「 現 代 聖 書 講 座 第 3 巻 聖 書 の 思 想 と 現 代 」 所 収

(日 本基 督教団出版局 ,1996年 ）

一般的に定義するならば、終末論とは、世界の終わりに関する教説であ る。

歴 史 に つ い て 何 ら か の 価 値 判 断 が 可 能 で あ り 、 ま た 、 な さ れ ね ば な ら な い と

す る な ら ば 、 そ の 判 断 は 、 歴 史 の 終 わ り に 立 っ て な さ れ る の で あ る 。 終 わ り

を先取りして、そこから現在を位置づけるのが終末論である。

… そ し て 、 こ の よ う な 意 味 で の 歴 史 意 識 お よ び 終 末 論 的 問 い は 、 聖 書 に 登

場 す る 人 々 、 聖書を書いた人々、書いた人々が予想した読者たちにはな かっ た

と 言 わ な け れ ば な ら な い 。 そ れ な ら ば 、 聖 書 は 、 こ の よ う な 現 代 の 問 い に は

答 え ら れ な い の で あ ろ う か 。 そ う で は な い 。 問 題 意 識 は 、 確 か に 近 代 以 降 の

も の で あ る と し て も 、 歴 史 と 終 末 と い う 事 柄 の 構 造 は 、 後 述 す る よ う に 、
す で に 聖 書 に あ っ て 、 近 代 の 歴 史 意 識 自 体 、 理 性 に よ っ て 神 な し に 事 柄 を 捕
ら え よ う と す る も の で あ り な が ら 、 … そ の 基 本 的 構 造 を 、 聖 書 的 思 考 か ら
ひそかに受け取っている。

… ま ず 、 終 末 論 と は 、 世 界 の 終 わ り に 関 す る 教 説 で あ る と い う 一 般 的 定 義
を 、 既 に 示 し た 。 し か し こ の 定 義 に と ど ま る な ら ば 、 旧 約 に は 終 末 論 は 存 在
し な い と 言 わ ざ る を 得 な い 。 終 末 を 表 す ギ リ シ ア 語 「 エ ス カ ト ン 」 に 当 て は

まる語も、ヘブライ語には見当たらない。むしろ…ヘブライ語の時 間関係は、
ある時点から見て「 それよりも前」と、「それよりも後」しか なく、「はじめ」
と 「 終 わ り 」 も 相 対 的 な も の 、 一 つ の 転 換 点 に 過 ぎ な い 。 黙 示 文 学 の 生 け る
終 わ り の 日 の 表 象 も 、 た し か に イ ス ラ エ ル 民 族 の 終 わ り を 越 え て 、 諸 国 民 の
終 わ り を 指 し 示 す も の で は あ る が 、 ほ と ん ど の 場 合 、 な お 歴 史 内 的 ・ 相 対 的
な、ひとつの時代の終わりであって、歴史そのもの の終末ではない。「見よ、
この怒りの時の終わりに何が起こるかをお前に 示そう。」（ダニ 8 :19)

… 私 た ち は 最 後 に 、 正 典 を 形 成 し た よ う な 、 神 の 言 葉 へ の 信 頼 と 並 ん で 、
こ の 黙 示 文 学 的 終 末 論 が 新 約 聖 書 の 信 仰 に 影 響 を 与 え て い る こ と を 確 認 し て
お き た い 。「 天 地 が 消 え 失 せ る ま で 、 律 法 の 文 字 か ら 一 点 一 画 も 消 え 去 る こ
と は な い 」 (マ タ イ 5:19)。 終 末 論 は 、 黙 示 文 学 の 経 路 を 通 っ て 、 旧 約 文 書 後
のユダヤ教 とキリスト教において、歴史そのものの止揚としての性格を強め、
文字通 り「世界の終わりに関する教説」となっていった。そして新約聖書は、
天 地 を 創 造 し 、 歴 史 を つ く り 出 す 神 の 言 の 受 肉 と し て の キ リ ス ト に お い て 、
新しいアイオーン (時代 )が到来したという信仰を形作ったのである。


